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まとめ
ー
序
拙稿「近世ウェストミドランズの釘工業」において，筆者はスタフォードシ
ャ南部の丘陵地帯に展開していた金属加工業から特に釘工業を取り上げ，釘エ
業の立地や発展を地域経済の枠組みのなかで理解しようと努めた心 その際，
痛感したことは， 「地域史からの工業化過程」 というテーマを扱うためには，
工業化過程をまず地域の生態条件や農牧業との関係のなかで理解しなければな
らないということであった。無論こうした捉え方は何ら新しい視点ではない。
l)拙稿「近世ウェストミドランズの釘工業-プロト工業化モデルによる試論＿」関
西大学「千里山経済学」第25号1-2合併号， 1992,pp. 3-30. 
2) Thirsk, J., Industries in the Countryside, in Fisher, F. J., (ed.), Essays in 
the Economic and Social History of Tudor and Stuart England, Cambridge 
University Press, 1961. 
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古くは J.サースク 2)やD.ヘイの農村工業論丸 そして J.チェンバースのト
レント川流域についての研究4)をはじめとして，フ゜ロト工業化モデルに基づい
た数多くの研究や V.スキップのアーデンの森の生態学的な地域史，最近では
ランカシャー北東部における J.スウェインのミクロ的な地域史研究に至るま
で，暗黙のうちに継承されてきた視点であることは否定できない5)。 しかしそ
ういった視点のなかで，特に重要と考えられるものは，いわゆるデュアル・エ
コノミーの問題である6)。D.ヘイは，南ヨークシャーの地域史研究から，農牧
業と工業が地域経済の中で有機的ないしは相互依存的に結合している経済をデ
ュアル・エコノミーと呼んだが， 16-17世紀のスタフォードシャ南部の金属加
工業もまさにデュアル・エコノミーを母体として発展してきたと言えるのであ
る。特に P.フロスト女史はデュアル・エコノミーの中でも牧畜の重要性に注
目し，スタフォードシャ南部の金属加工業と牧畜の関係について考察した鸞
しかしデュアル・エコノミーの重要性はそれだけではない。一層重要なこと
は，デュアル・エコノミーの中で成長してきた農村工業が発展過程の中で，母
3) Hey, D. G.,'The Rural Metalworkers of the Sheffield Region,'Department 
of English History Occasional Papers, 2nd Ser., No. 5, Leicester University 
Press, 1972. 
4) Chambers, J. D.,'The Vale of Trent 1670-1800,'Economic History Review, 
Supplements No. 3, 1957. 
5) v. スキップおよび J.スウェインの研究については以下を参照。
Skipp, V. H. T.,'Economic and Social Change in the Forest of Arden, 
1530-1649,'in Thirsk, J., (ed.), Land Church and People; Essays Presented 
to Professor H. P. R. Finberg, Agricultural History Review Supplement, Vol. 
XVII, 1970; Crisis and Development: An Ecological Case Study of the Forest 
of Arden. 1570-1674, Cambridg€'University Press, 1978; Swain, J. T., Industry 
before the Industrial Revolution: North-East Lancashire c. 1500-1640, Ma-
nchester University Press, 1986. 
6) Hey, D.,'A Dual Economy in South Yorkshire', Agricultural History Review, 
Vol. XVII, 1969. 
7) Frost, P.'Yeoman and Metalsmiths: Livestock in the Dual Economy in 
South Staffordshire 1560-1720', Agricultural History Review, Vol.,IXXIV, 1981. 
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体としてのデュアル・エコノミーにどのようなインパクトを与え，その変更を
もたらしていったかという動的な構造変化の面である。デュアル・エコノミー
の概念はむしろ，地域経済の動的な構造変化を銀察するための，初期条件のフ
レームワークを提供することに意義があるものと考える。
本稿ではまず考察の対象となるスタフォードシャ南部の生態条件について簡
単に考察する。そして研究資料としてのダッドレイ検認遺産目録の内容を鳥職
し，若干の検討を加えた後，ダッドレイの地域経済の性質と変化について，特
に農業と牧畜の構成比の変化を競察することから考察を進める。最後に釘工業
者の工業資産の変化を牧畜資産，農業資産の関係において観察することで，釘
工業とデュアル・エコノミーとの関わりや農村工業としての釘工業の性格に迫
りたい。
I スタフォードシャ南部の生態条件
近世に多様な金属加工業の立地を見せたスタフォードシャ南部は，バーミン
ガムの西に広がった丘陵地で， その広がりは北はカノックの森から， 南はウ
ースターシャのリッキーヒルにまでおよんでいる。近世に入るとこの丘陵地に
は，バーミンガムの発展やその資本を背景として，様々な金属加工業が定着し
ていたが，そのなかでもウルバーハンプタン (Wolverhampton), ウォルサール
(Walsall), クレント (Clent)の鍵製造，キングスウィンフォード (Kingswinford)
の大鎌製造，ウルバーハンプタンのバックルメーキングといった金属加工業が
集中し，これらの村落はいち早く工業化村落として成長を見せていた叫釘工
業もこの例外ではない。釘工業は安価な地元の石炭の存在，創業資本が小規模
で済むこと，また操業のための高度な熟練も不要であるために，地域の小農の
副業として最も広く営まれてきた金属加工業であった。農民は春から秋まで農
8)スタフォードシャ南部の金属加工業全般については Rowlands,M. B., Masters and 
men: in the West Midland Meta/ware Trades before the Rise of the Midland 
Industries 1600-1838, Oxford, 1938. を挙げておく。
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業や牧畜に精を出し，冬場は釘の製造に手を染め，完成品はバーミンガムやウ
ルバーハンプタンの鉄商人が回収に廻った9)。また， その工房は家屋と隣接し
て建てられ，若干の賃労働を含みながらも家族の労働力が主であり作業員は多
くても 6人までであったという。また息子たちの独立に際してはエ具類は均等
に分配され，その経営規模は家族経営の枠を超えて拡大することはなかった。
釘製造の工房は一代で設立できるかわり，ほとんどが一代でその工房を閉じた
のである10)。スタフォードシャの釘工業はこうした半農半工の二重経済性を保
持しながらも， 18世紀までにはダッドレイ，セジュリー(Sedgley),ティプトン
(Tipton), ローレイレジス(RowleyRegis)等の村落を中心に著しい集中性を見
せ，工業化村落として変貌を遂げていたのである 11)。
スタフォードシャ丘陵は農業に不適な地味帯貧の土壌で，特に産炭地域では
排水不良の粘土地が広がっていた。こうした劣悪な土壌条件を反映して，この
地域の農業はきわめて貧弱なものに過ぎなかった。スクフォードシャ丘陵では
開放耕地の発達は未熟で， P.フロストによると， この地域では50エーカーを
越える開放耕地はまれであり，釘工業の集中した村落においても， 1613年にセ
ジュリー教区では開放耕地は11パーセントに過ぎなかったし，ローレイレジス
のような皆無の教区も存在した12)。劣悪な農業経営は， 作付けにも現れてい
る。 J.イェーリングによれば，スタフォードシャ丘陵の輪作構成はライ麦とオ
9)スクフォードシャの釘製造の年間スケジュールについては，詳しいことはわからない
が，ヘイによるとシェフィールドの釘製造の年間操業は次のようであったという。シ
ェフィールドにおける年間操業は，鋤返しの終わる 3月から始まり， 8月までロンド
．ン向けの止め釘が製造され， 8月の収穫期には，釘製造は一時中断される。収穫期の
終了からマルチン祭までヴァージニア向けのフラットボイント釘が製造される。それ
から翌年の鋤返しの時期までジャマイカやリーワード諸島のシャープボイント釘が製
造された。 Hey,op. cit., 1972, p. 34. 
10) Rowlands, op. cit., pp. 39-41. 
11)スクフォードシャ南部の釘工業の分布と集中については， Rowlands,op. cit., pp. 
22. および拙論「近世イングランドの釘工業」図1を参照のこと。
12) Frost, op. cit., 1981, pp. 31-32. 
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ート麦が全体の80バーセントを占める単純な構成であり，これに対して穀作に
適したウースターシャ南部では，ライ麦やオート麦のほかに豆類や大麦が組み
込まれ，輪作の構成がより豊かであった13)。しかしスタフォードシャ丘陵に
は，劣悪な農業基盤を補う広大な荒蕪地が存在した。これらの荒蕪地は地域の
小農や土地なしの労働者がわずかな家畜を放牧するための生活基盤を提供し，
この地域の生態構造をきわめて牧畜依存度の高い地域にしたが，その牧畜の経
営規模は決して大きいとはいえなかった。ダッドレイの場合でも， 1544年から
1594年までの牛および羊の平均飼育頭数は，それぞれ4.1頭， 19頭に過ぎなか
った。因に， 17世紀に酪農業の発展を見た北シュロップシャの場合，牛の飼育
頭数は， 8頭から10頭（メジアン）であった。囲い込みについても，スタフォー
ドシャ南部の丘陵地は特異な展開を見せた14)。ウースターシャ南部の低地地域
では開放耕地の囲い込みは18世紀に始まったが，スタフォードシャ丘陵は12-
4世紀に村落化した新開地であったため，農業経営上の共同体的規制が元来希
薄であり，農民を主体とした周辺荒蕪地への囲い込みが早期から展開した15)0 
こうしてスタフォードシャ丘陵には， 劣悪な土壌条件と豊かな荒蕪地を背景
に，牧畜依存度の高い生態構造をもった牧畜小農社会が存在していたのであ
る。このような牧畜小農社会はどのような点で，金属加工業の立地に有利であ
ったのか。次にこの点について触れてみよう。
まず家畜の粗放な放牧に基礎をおく牧畜小農社会では，本来的ないしは季節
的に安価な労働力が豊富に存在した点と，採掘が容易な炭田が点在し，石炭の
確保が容易であった点が挙げられる。農村工業の立地にとって安価な労働力の
存在は最も基本的な条件であるが，この地域の場合， 16世紀後半からの著しい
13) Yelling, J. A.,'The Combination and Rotation of Crops in East Worcester-
shire', 1540-1660, Agricultural History Review, Vol. XVII, Part I, 1969, p. 27. 
14) Edwards P.R.,'The Development of Dairy Farming on the North Shropshire 
Plain in the Seventeenth Century', M砧landHistory, Vol. IV, p. 188. 
15) Yelling J. A.,'Common Land and Enclosure in East Worcestershire, 1540-
1870', Institute of British Geographers, No. 42, 1968, p. 167. 
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人口増加は，釘工業の発展がもたらす賃金上昇の圧力を常に回避させるように
作用したと考えられる 16)。石炭の利用は， 16世紀までに殆どの金属加工業者に
おいて利用されるようになり，プラックカウンティでは，採掘が容易な露頭炭
田が多く見られ，その採掘権も17世紀までに謄本農の手に移行していた17)。次
に指摘したい点は， 釘の製造には高度な熟練や高価な道具も必要とせず， 容
易に操業を開始することができたと言う点である。この点は大鎌鍛造 (scythe
smith)のような高度の技術と熟練が要求された工業と比較すると対照的であっ
た。それゆえ釘工業は資金も技術も持たない小農の副業として最も適していた
ということができよう。第三に指摘するべき点は釘工業の成長を牽引した域外
市場の存在である。イングランドでは， 16世紀の後半から大改築時代（グレート
・リビルディング）18)に入ったが， この動きは釘の需要を大いに刺激したし， 漁
業の成長や艦船の建造，そして新大陸の釘需要なども釘の市場形成の重要な要
素であった。最後にこうした域内での釘製造を域外市場と結合させる問屋制資
本の存在を指摘しておこう。スタフォードシャ南部での製鉄業の発達は，フォ
ーレイ家 (theFoleys)のような地域の銑鉄生産を一手に掌握する巨大な鉄商人
を生み出し，その下にも直接地域の金属加工業者と取引する大小の鉄商人が多
16)いわゆるプラックカントリーの近世における人口動態については， Eversley,D. E. 
C.,'A survey of Population in an Area of Worcestershire from 1660-1850 
on the basis of Parish Records', Population Studies, Vol. X, No. 3, 1957; 
Redmill, C. E.,'Population in the East Warwickshire Coalfield', Geography, 
Vol. XVI, 1931を参照。
17) Rowlands, op. cit., p. 7. 
18)グレー トリビルディングとは， 16-17世紀の貴族，ジェントリー，中農層を主体とす
る家屋の増改築運動のことであるが，その動きは硝子やレンガまたは暖炉の普及とい
った，生活様式の変化にも関わっている。なお，グレートリビルディングについては
以下の研究を参照されたい。 Hoskins,W. G.,'The Rebuilding of Rural England 
1570-1640', Past & Present, No. 4, 1953; Barley, M. W., Farmhouse and 
Cottages 1551-1725,'Economic History Review, 2nd Ser., Vol. VII, No. 3, 1955; 
Marchin, R.,'The Great Rebuilding: A Reassesment', Past & Present, No. 
7, 1977. 
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く存在していた。彼らは，釘製造に必要な棒鉄の供給から，完成品の販売まで
をすべて掌握していたと言えるのである19)。さて，こうした釘工業の立地条件
は，プロト工業化モデルの示す立地条件にきわめてよくあてはまるように思わ
れる。さらにプロト工業化モデルとの類似は，工業の立地のみならずその没落
過程にも見出せる。プロト工業化モデルのケーススタディになった工業の中に
は，近代的なファクトリーシステムに移行しないまま没落したケースも多い。
釘工業の場合も， 18世紀に著しい成長を見せたにもかかわらず，零細家内工業
という枠組みは内部からの変更を見ないまま，機械による釘製造の登場ととも
に没落して行くのである20)。
皿 ダッドレイ検認遺産目録
検認遺産目録は，研究者の関心によって実に様々なことを教えてくれる。そ
こには，遺産目録の作成者の姓名，埋葬年月日，教区名，職業はもちろんのこ
と，家畜や穀物の種類がこと細かに記録され，農具や工業に関する道具も詳細
に記載されている場合も多い。さらに，家財道具のおびただしい記載は常に研
究者の膨大な時間を費やさせる。また，どの部屋にどういった資産があったか
ということもかなりの程度追跡できることから，家屋構造の変遷や当時の人々
が家屋内でどのように暮らしていたかを朧げながら想像することすら不可能で
はない。また，意欲的な研究者によれば，査定人の名前や債務者の名前を丹念
に追跡することによって，遺産目録作成者の人間関係のネットワークまで把握
することすら可能かもしれない。このように遺産目録を読みこなすことで，そ
の地域の農業，牧畜，工業，そして金融といった経済的側面から，人々の消費
パクーン，奢俊品や娯楽品，あるいは文盲率や書籍の普及度といった社会史的
な側面におよぶ，実に多面的な情報を引き出すことが可能である。したがって，
19) Rowlands, M. B., Two Seventeenth Ironmongers,'West Midlands Studies, 
Vol. VII, 197 4. 
20) Court, op. cit., pp. 212-216. 
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表1 ダッドレイの
金属加工業者 金属加工以
平均資産額(£) 釘工業者鍵製造人鍛冶工 皮革業者運送業量根葺t
101以上 ゜ ゜゜ ゜゜゜41-100 4 ゜゜ ゜ 1 ゜5-40 4 1 6 1 ゜゜5末満 1 ゜ 3 ゜゜ 1 職業別合計 ， 1 ， 1 1 1 
〔備考〕教区主管者代理 (vicarof Dudley) 
ダッドレイの遺産目録を十分に利用すれば，ダッドレイの1544年以降の 140年
におよぶあらゆる変化を観察できるといっても過言ではないのである。
本稿で取り上げる二つの資料 Dudley Probate inventries 1544-1603, 
Dudley Probate inventries 1605-1685は，ゥースターシャのダッドレイ
の二つの教区 (St.Edmund's darish, St. Thomas parish)の検認遺産目録集であ
り， ともに J.ローバー氏が編集したタイプスクリプトである21)。
これらは二冊に分割されているが，内容的には連続したもので，前者は1544
年から1601年までの期間の54件の遺産目録を，後者は1605年から1685年の期間
の26件を扱っている。この二冊合わせて79件の資料から，ダッドレイの16世紀
中期から 140年以上におよぶ経済変化のかなりの部分を知ることが可能といっ
ても過言ではなかろう。しかし，当然のことながら遺産目録も決して完璧な資
料ではなく，利用にあたってさまざまな困難性を含んでいる。本稿では資料と
しての遺産目録の性質や限界には詳しく立ち入る余裕はないが， 以下ではま
ず，ダッドレイの遺産目録の内容を鳥職したのち，その問題点を考察して行き
21) J. ローパー氏によれば， 原資料はともにバーミンガムの WorcesterCounty and 
Diocesan Archivist and the District Probate Registerに保管されているとの
ことである。
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職業構成と資産分布
外の職人
979 
鞍職人肉屋靴屋 ヨー マン 寡婦胃惰喜無記入その他喜産屑
??
?
?
?
????
??
??
?
?
?
? ? ??
?? ??
???
??
??
???
???
たい。
表 1はダッドレイの遺産目録からその職業と資産額の分布を見たものであ
る。戦業名は遺産目録の基本的な記載であるが，それでも職業を記載している
データは36件で，これは全データ79件の半分ほどに過ぎない。ヨーマンおよび
寡婦は高額所得者の大半を構成し，ョーマンの平均所得は 109ポンド，寡婦の
それは87ボンドを誇っている。彼らの資産の特徴は奢俊品を多く含んだ膨大な
家財品，豊かな牧畜資産，そして土地や家屋をはじめとした多方面にわたる債
権である。また金属加工業の多さはこの地域の特徴である。ダッドレイでは金
属加工業に関わるものは全体の 2割を占め， そのなかでも釘工業者（ネイラー）
が約半分を占めている。釘工業者は小農の副業として発展したが，ダッドレイ
については資産額の高い者も多く，彼らが決して貧しい人々ばかりではなかっ
たことを示している 22)。例えば， トーマス・シャウ(ThomasShawe, 1583)や別
名アイルランドと呼ばれていたクリストファー・チェンバース (ChristferCha-
mbers, 1609)などは50ポンド以上の資産をもっていたし，ラフェル・ホリング
スウォース(RaphellHollingsworth)にいたっては， 総資産額72ボンドに上って
いた。釘工業者の遺産目録には，釘製造に必要な吹子，ハンマー，金床，原料
22)金属加工業に携わるものが，決して低所得者ばかりではなかったことは，ヘイも認め
ている。 Hey,op. cit., 1969, pp. 108-110. 
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の鉄，それに販売用の釘や釘袋などが一般的に見られる23)。もっともここにあ
げる道具類は廉価なものが殆どであるため，合計額が 3ボンドを越えるものは
2件に過ぎない。しかしながらその一方で，金属加工業に携わる貧しい人々が
存在していたことを見逃してはならない。ダッドレイでは，金属加工業に従事
しているもので総資産額が5ボンドに満たないものが4件見出せる。彼らの遺
産目録には農業資産はおろか，一頭の家畜の記載さえも見られない。
職人も幅広く見られる。彼らの業種は多彩であり，職人は目録全体の約10バ
ーセントを構成している。ここでもまた， 鞍職人オリバー・フィンチ (Oliver
Finche)の108ポンドの資産を筆頭に， 40ボンド以上の総資産をもつものが 5件
見出せ，富裕な戦人のグループが存在したことを示唆している。しかしその一
方では，女の屋根葺き職人エリザベス・ベイリース(ElizabethBeillies)や肉屋ジ
ョン・ホームウッド(JohnHomewood)のように， 5ボンド以下の貧しい職人も
存在していた。また，これらの職人の遺産目録中には，店舗(shop)の記載が見
られる場合が多い。例えば， 靴識人リチャード・シャウ(RichardShawe, 1678) 
や鍛冶工オリバー・ディクソン (OliverDixon, 1678)の遺産目録には，「店の道
具」という記載が見られるし， ジョン・マンディ (JohnMondaie, 1587)の場
合も「彼の店」に保管箱(chest)を所持していた。
酒造の証拠は至る所で見出せる。リチャード・マーシュ(RichardMarsh, 1678) 
の遺産目録には， 1ポンドの醸造用の容器や麦芽用のミル，それに 3ボンドの
麦芽が見られることから，彼が販売用の醸造に手を染めていたことがかなりの
確信を持って推測される。
土地や家屋のリースは15件の遺産目録から確認できる。そのうち土地のリー
スが12件，家屋が 3件，コティージが 2件，庭が 1件存在する。また，教区外
の土地のリースも確認できる。現金の所有は23の遺産目録から確認できる。し
かしその金額は決して大きいとは言い難く， リチャード・ハリソンの36ポンド
23)燃料に関する記載は釘製造用および一般用を問わず， どの目録からも見いだせなかっ
た。
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の現金は破格と考えても， 5ポンドを越えるものは僅か6件に過ぎなかった。
ダッドレイの遺産目録の内容は以上のとおりであるが，遺産目録は多くの研究
者が指摘してきたように，様々な解釈上の問題点を含んでおり，決して過去の
現実を正確に映す鏡ではない。筆者もこの資料を整理するに当たり，多くの点
に留意せねばならなかった。本稿では検認遺産目録全般にまたがる問題点を考
察する余裕をもたないが，以下では筆者が当資料を利用する際に直面した問題
点について幾つか触れておきたい。
まず最初に，職業の不明な人々が多い点である。ダッドレイの場合，約半分
の人々が職業名の記載がなかった。彼らは何を生業としていたのだろうか。な
るほど，一部のケースでは資産内容からその職業を推量することもある程度可
能である。しかしそのようなケースは全体に希であり，遺産目録の大部分はこ
の点について沈黙している。次に指摘すべき点は，遺産目録の記載資産額が実
際の資産内容の合計と食い違っている例が著しく多いということである。ど
うしてこういうことが起こるのであろうか。それはなんらかの目的を持った意
図的な作為とも考えられる24)。その原因は不明であるが，この不一致のために
筆者は実際の資産内容の合計を全て算定せねばならなかった。
次の点はもっと重要である。それは査定資産総額が 5ポンド未満のものにつ
いては遺産目録の検認が強制されていなかったため，低所得階層の大部分は目
録を作成しなかった可能性が高いという点である25)。この点は釘工業をはじめ
として，小農や低所得者層の副業を研究する場合，深刻な問題であろう。なる
ほどダッドレイでも総資産額が 5ポンド未満のものを13件確認した。しかし目
24)中野氏によれば，査定資産総額が実際の資産額と一致しない理由として単純な記載ミ
ス以外に，遺産目録作成者には，資産査定額を低く抑さえておこうとする強い誘因が
存在したという。それは目録検認のための手数料が資産額による段階制になってお
り，査定額が段階のボーダー付近の者は手数料を節約するために資産額を低く記載す
る動機を持ったことが考えられるという。中野忠「近世社会経済史資料としての遺産
目録――—その限界と意義―-J 大阪学院大学経済論集第 2 巻第 2 号， 1988,132-133 
ページ。
25)中野，前掲論文， 1988,128-129ページ。
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録を作らなかった者は，それよりずっと多かったであろう。同様のことは，ョ
ーマンやジェントリーのような上の階層にもあてはまる。それは，遺産目録が
主として動産の記録であるため，資産の多くを不動産に集中させている階層の
資産規模は正確に反映されるとは限らない。そういった点から，遺産目録が，
高い信憑性をもって語ってくれるのは，中間層についてのみとも言えなくはな
ぃ26)。
次に問題になる点は，データの分布についてである。ダッドレイの79件の遺
産目録は決して一様に分布しているわけではない。その分布は1544年から1594
年までのデータが47件あり，これが全体の半分以上を占めている。これに対し
て， 17世紀以降のデータ数はその期間的広がりに対してかなり疎らである。さ
らに残念なことには，デークは1649年から1669年の20年間について完全に欠落
している。これは，深刻な欠陥と考えねばならない。なぜならデータ分布の不
均一性は，時系列的な変化を観察する際に精度の不統一という問題を生むから
である。
しかしながら，最も深刻な点は遺産目録特有の表記上の問題である。遺産目
録がインコンシステントな資料と言われ，研究者を最も悩ませるのがこの表記
上の問題である。つまり資産の査定が査定者の恣意的な分類に依存しているた
めに，例えば農業に帰属する資産と家財資産が，あるいは牧畜に帰属する資産
と織物に関する資産が一緒に査定されてしまっているというようなケースがし
ばしば見られる。こういった査定上の問題は，筆者のように目録作成者の資産
構成に関心をもつものにとって，深刻な問題といわねばならない。なぜなら，
異なる性質の資産同志が一緒に査定されている場合，もはやそれを分割するこ
とは事実上不可能だからである。
その他の問題として，遺産目録では作成者が人生のどの時点で目録を作成し
たのかを知ることができないという点にも注意しなくてはならない27)。例えば
26)中野，前掲論文， 126-127ペー ジ。
27)中野，前掲論文， 138-139ペー ジ。
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トーマス・シャウ (ThomasShawe, i601)の場合，職業名には釘工業者と記載
されているにもかかわらず，釘製造に関連する資産品目の記載が全く見当たら
ない。このことから，彼の目録作成時には既に釘製造から手を引いてしまって
いることが想像できるのである。こういったケースについては，分析の際に綿
密な目録内容の検討を必要とすることは言うまでもない。
さて以上，ダッドレイの遺産目録を大まかに捉え，合わせてその問題点を幾
つか指摘したが，実際の分析をする前に資料は研究者の関心に沿って分類，加
エされねばならない。本稿でも資料の分類や加工に際し，様々な取り決めや工
夫を必要とした。遺産目録における資産品目の記載は，部屋毎になされている
ケースが多いので，資産構成の変化を見る場合には予め用意した分類書式に基
づいて全ての記載品目を分類し直さねばならない。また実際の分類を一定の書
式にノートしてゆく際にも，以下で述ぺるような様々な取り決めを事前に施す
必要があった。本稿では目録の資産品目を家財資産，農業資産，牧畜資産，エ
業資産の四つに分類し，これらの資産合計と債権およびリースを加えたものを
当人の総資産とした。なお目録の中には債務が総資産を上回る破産状態のケー
スも存在するが，本稿では債務は無視することにした28)。また，資産品目の中
にはどの資産に帰属するか判別しにくいものも存在するため，以下の品目につ
いては，次のように分類することにした。畜肥，株は農業資産に入れた（ただ
し，これらが家畜とともに記載されているものは， 牧畜資産に入れた）。 バクーやチー
ズ，または酪農に関わる器具 (cheesepress等），塩漬けの肉類等は牧畜資産に
28)遺産目録から彼の総資産額を導出することは，困難な問題を卒んでいる。というのは
ダッドレイ遣産目録の場合，債権の記載は数多く見いだせるが，その中には，焦げ付
き債権 (desparateddebts)も数多く見いだせ， こういった種類の債権の扱い方次第
で，総資産額は大きく変動するからである（しかしながら本稿では，それもあえて純
資産に含めた）。また債権の記載に比べると， 債務の記載はずっと少ないが， それで
も債務がすべての動産の総計を上回る破産状態の者も見いだせる。いずれにせよ，総
資産の定義は難しいものであり，それは研究者の関心に基づいて，その都度定義され
ねばならないであろう。なお参考として，中野，前掲論文， 136-137ページを参照さ
れたい。
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入れた。また， 4件の遺産目録は破損が著しいため分析に耐えられないばかり
でなく，分析を混乱させると判断したため，分析の際には除外した。
IV ダッドレイの農牧経済
1544年から1680年までの期間におけるダッドレイの地域経済には，どのよう
な変化が見られるのか。本章ではまずダッドレイの遺産目録から総資産額の変
化やダッドレイの農牧業の変化を観察してみよう。図 1は75件の遺産目録か
ら，その総資産額の変化を見たものである。これによると17世紀以前のダッド
レイの富の分布は非常に均ーであり，かつ富の分布に一種の階層構造が存在し
ていたことがわかる。つまりその分布パターンは少数の著しく富裕なグループ
を含みながらも，大半の者は30ボンド以下の資産レベルにあったと言えそう
である。しかし1590年頃以降は地域の富の規模と分布に明確な変化が起こった
と考えられる。それは 1590年頃以降から資産水準が全体的に上昇しているう
え，ばらつきが大きくなり17世紀以前に存在していた資産の階層構造がはっき
りしなくなっている。
しかしここでも留意するぺき点が存在する。その一つは， 1590年以降の資産
の伸びは，インフレによる資産額の見かけの上昇を含んでいることが考えられ
図1 総資産額の変化
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るという点である。残念ながらインフレーションについては，これを修正する
ことは資料の精度の面からもできなかった。近世イングランドの物価史に大き
なインパクトを及ぽしたものとして，価格革命と人口増加が挙げられるが，人
口増加の物価史への影響はまず穀物価格に影響を与えたわけで，複合的な物品
の総和を記録した遺産目録の総資産額のような場合，それがどのように影響す
るのかは，何とも言い難い問題であろう。もう一つの点は17世紀の遺産目録と
16世紀のそれとの間にはサンプル数の面で大きな格差が見られるということで
ある。 17世紀の状況はサンプル数の少なさから16世紀の状況ほどには明白に語
られていないかもしれない。つまり17世紀の資産階層の消滅は資産の多数を占
める中間層のサンプルが欠落しているだけなのかもしれない。
さて次に，ダッドレイの地域経済の変化を捉えるため，農牧業の構成比率と
その変化に注目してみたい。図 2はダッドレイの農牧業の構成比の変化を時系
列的に観察したものである。縦軸は各遺産目録に記載された農業資産を牧畜資
産で除した値を示し，値の増加は牧畜資産に対する農業資産の割合の高まりを
示す。また，△は特に釘工業者のデークをプロットした。これによると17世紀
以前のダッドレイは一部に農業資産比の高いものを含みつつも，そのほとんど
は農牧比が0.3以内にとどまり，牧畜経済に大きく依存していた地域であった
こと，そして地域全体においても，かなり均ーな農牧構成比を持っていたこと
が判る。しかし，ここで見落としてはならないのは，農牧構成比がゼロの集団
も一定数存在しているという点であろう。この集団は目録中に農業にかかわる
資産品目の見られなかったグループであり，農業との関わりがなかったか，或
いは非常に希薄であったグループと考えられる。さて17世紀以降になるとダッ
ドレイの経済構造に大きな変化が現れる。その変化とは牧畜資産に対する農業
資産の割合が著しく高まったことである。ダッドレイの農牧構成比は大きく農
業に傾斜し， 17世紀の中葉以降には特に 1.0を越えるものも現れている。ここ
で重要なことは，こういった動きが特定のものに見られるというよりは，地域
全体の動きとして考えられるという点と，地域経済の農業への傾斜の一方で，
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17世紀以降でさえも， 縦軸の数値がゼロのものも多く存在するという点であ
る。釘工業者の農牧構成比についてはどうであろうか。 17世紀以前の釘工業は
農牧構成比が0.2前後であり，地域の中でも高い牧畜資産比を持っていたこと
がわかる。しかし釘工業者においても， 17世紀に入ると農牧構成比は上昇し，
牧畜から農業へのシフトが起こったことは明らかである。しかしその動きを過
大に評価してはならない。釘工業者の農業資産比の増加の程度は，全体の動き
からすれば決して突出したものではなく， 17世紀以降の釘工業者は依然牧畜依
存の高い存在であることに変わりはない。
以上の観察から，ダッドレイでは17世紀頃を境として，それまでの牧畜に強
く依存した地域経済から，より農業への関わりを深めた地域経済へと大きな構
造転換が存在したことが伺い知れるが，一層詳しい変化を捉えるために今度は
ダッドレイの牧畜資産の内容の変化や農業の関わりの変化について銀察を進め
てみたい。表2はダッドレイの牧畜資産の変化を1560年から40年毎の家畜別所
有頭数の変化を観察したものである。牛は17世紀までは殆どの目録から見出さ
れるように，きわめて一般的な家畜であったことがわかる。しかし17世紀以降
はその平均所有頭数は大きく低下し，非所有者数の増加も著しくなっている29)0 
羊も17世紀までは約半分の目録から見出せるごく一般的な家畜であったことが
わかるが， 17世紀の後半にはその所有はごく限られたものになってしまってい
る。しかしそれと対照的に羊の平均所有頭数は大幅な増加を見せていることか
ら， 17世紀後半には牧羊経営の二極分解が進行したとも考えられる30)。しかし
29)イェーリングは， ゥースクーシャおよびスクフォードシャ丘陵における家畜の変化を
調査し，17世紀までに雄牛の飼育は激減し，かわって農業地域を中心に馬の飼育頭数が
増加したという。 Yelling,'Probateinventries and the Geography of Livestock 
Farming: A study of Eastworcestershire, 1540-1750', The Institute of British 
Geographer, No. 51, 1970. pp. 120-121. 
30)フロストによると，ダッドレイを含めた金属加工業の立地した地域の牧羊業は衰退し
たと言う。 Frost,op. cit., 1981, p. 36. したがって本稿の場合も，所有頭数の増加の
みをもってただちにダッドレイにおいて牧羊業の大規模化が進行したと考えるのは早
急である。
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表2 ダッドレイの家畜所有の変化
年 家畜 遺産目録数 平均所有頭数 非所有者数（％）
1560-1600 51 
牛 3.9 15 29.4 
羊 9.5 27 52.9 
豚 1. 6 31 60.8 
馬 1. 4 23 45.1 
1601-1640 15 
牛 3.2 11 73.3 
羊 3.9 12 80.0 
豚 1. 5 10 66.7 
馬 1. 4 10 66.7 
1641-1680 13 
牛 2.9 6 46.2 
羊 11.8 1 84.6 
豚 0.7 ， 69.2 
馬 1.8 6 46.2 
ながら，この表で興味深いことは馬の所有頭数の変化である。馬は17世紀に入
っても，非所有率の低下は見られず，平均飼育頭数も上昇している。
農業についてはどうであろうか。ダッドレイの農業は前述したように，地味
痔貧の生態条件を反映して，決して豊かなものではなかった。しかし，図 2は
ここにおいても17世紀から大きな農業変化が現れたことを示している。しかし
残念ながら，遺産目録から農業資産額以上に具体的な農業変化を把握すること
は大変難しいと言わねばならない。なぜならダッドレイの遺産目録の場合，穀
物の記載はかなり豊富に見られはするものの，その穀種や穀量の計載はかなり
恣意的で一貫性に乏しく，単に cornとか grainとのみ記載している例も珍
しくない。また，一部穀量記載の見られるデータからその穀種についてのおお
よその価格を推定し，その価格を基準に他のデータの穀量を推定する方法もあ
るが，基準となるデータがあまりに少ない状況では，いたずらに混乱をもたら
すだけであろう31)。このように農業変化については，あまりに資料の限界が大
31)穀物の種類とその盤を記載した目録は12件見られるが，それらはすべて17世紀以前の
ものであり， 17世紀以降のデータは皆無である。
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きいため，確定的なことは何も言えそうにない。残された唯一の方法は，最も
基本的な方法，つまり一つ一つの目録を丹念に読み，その穀種や農具の変化を
観察する以外になさそうである。
そこで本稿では，大まかではあるが穀物の記載件数からダッドレイの作付け
の変化について考察してみた。また農具の記載もなんらかの手がかりを提供し
てくれよう。そうして得られたダッドレイの農業変化として，まず1580年頃か
ら雑穀(muncorn)や抹(hay)などの家畜飼料の記載が著しく目立つようになる
点が指摘できる。株の記載件数の増加は前述の馬の所有頭数の増加と関係が深
いかもしれない。また農具の記載は13件から確認できるが，ここでも興味深い
変化を確認できる。それは 17世紀以降の目録から， 畜肥を運搬するための車
(cart, wheal for dung)がしばしば見られるようになること，また 1670年の目
録からは馬具の記載が複数見られることである。畜肥の利用はより集約的な農
業経営への変化を示唆しているかもしれないし，馬具や抹の記載の増加はダッ
ドレイで耕転用家畜として牛から馬への転換が進んだためとも考えられる。穀
種の変化については，ライ麦は1580年頃まで，目録中最も頻繁に見出せる穀物
であった。しかしライ麦は17世紀に入ると記載件数が減少し，代わってオーツ
麦や大麦が多くなる。こういった穀種の変化が本当にあるとすれば，それはど
う解釈したらよいのか。この点について，多くの研究者が17世紀において冬穀
から春穀への転換という輪作構成上の変化が見られたと指摘していることに注
目したい32)。イェーリングはウースターシャの遺産目録を用いた詳細な地域史
研究から，ゥースターシャでは17世紀以降，輪作構成に大きな変化が起こり，
32)フロストは，スタフォードシャ丘陵では17世紀までに冬穀は作付けの55パーセント以
上を占めていたが， 17世紀の 80年代には24パーセントにまで落ち込み， 新しい春穀
としてオーツ麦や大麦が作付されたとしている。 Frost,op. cit., 1981, p. 3. そ
のほか，スタフォードシャの農業変化については Large,P.,'Urban Growth and 
Agricultural Change in the West Midlands during the Seventeenth and 
Eighteenth Centuries', in Clark, P. (ed.), The Transformation of English 
Provicial Towns 1600-1800, Hutchson, 1985を参照。
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従来の冬穀中心の作付けからオーツ麦や大麦などの春穀の比重が高まったこと
を指摘している33)。
以上の観察から，ダッドレイでは17世紀頃を境として，それまでの牧畜に大
きく依存した地域経済から，農業との関わりを深めた経済構造へと，大きな構
造転換を経験したことが伺い知れる。農業は冬穀に対して春穀の比重が高ま
り，牛から馬への転換も見られ，ダッドレイの農業がより集約的なものに変化
しつつあったことが判る。こういった地域経済の構造転換を進めた原因は何で
あろうか34)。その原因としては人口増加が考えられる。残念ながら，ダッドレ
イの人口変化については詳しいことは判らない。しかし，隣接のウースタシャ
の工業化村落や釘工業の集中を見せたセジュリーなど，ダッドレイの近隣教区
では17世紀に著しい人口増加を経験したことから，ダッドレイも深刻な人口圧
を経験したことは間違いないであろう45)0 
v 釘工業と農牧経済
こうした地域経済の動きの中で，釘工業者をはじめとする金属加工業者はど
のような位置を占め，発展とともにその農牧構造をどう変化させたのであろう
か。そこで今度はダッドレイの金属加工業者に焦点を移し，その工業資産と農
牧業の関係について鍛察を進めてみよう。なお今までの観察からダッドレイで
は17世紀前後に大きな経済変化が見られたことから，サンプルを1590年を境に
二分して両期間の比較を試みた。まず，工業資産と牧畜資産の関係から観察し
てみよう。図 3は1544年から1590年までのダッドレイの釘製造をはじめとする
33) Yelling, op. cit., p. 39. なお，イェーリングは春穀として豆類の普及も指摘している
が，ダッドレイの遺産目録からは，豆類の作付けを裏付けることはできない。
34) v. スキップは春穀が冬穀に比べて安価であることから， 春穀の普及が人口増加と深
い関係を持っていると考えている。 Skipp,Crisis and Development: Ecological 
Case Study in t加 Forestof Ard磁 1570-1674,Cambridge University Press, 
1978, p. 48. 
35)矢木，前掲論文， 20-21ペー ジ。
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金属加工や目録中の一部に見出せる紡織に関わる工業資産36)とその牧畜資産と
の関係を，また図 4は1591年以降の関係を観察したものである。
図3に見るように， 1590年以前の各工業は全体に牧畜資産の比率が圧倒的に
大きく，工業は殆どのサンプルで資産額，構成比率ともに小さいウェイトを占
めるに過ぎない。また各工業のエ／牧比率もまちまちで，一定の傾向は見られ
そうにない。それが図 4を見ると，牧畜，工業資産の両方で資産の規模が拡大
していることがわかる。もっともこれはインフレーションの影響を多分に含ん
図3 ダッドレイの工業資産と牧畜資産， 1544-1590
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36)ダッドレイでは，そのすべてが稼働していたか否かは別としても，紡織に関する道具
の見いだせる目録は20件存在する。またそれが大変広い階層に渡って見いだせること
から， 紡織がこの地域では， ごく一般的な営みであったことがわかる。 しかし， ス
クフォードシャ南部における紡織業はあくまで副業としての地位に留まったものであ
り，ダッドレイでも専業化を想像させる目録は皆無であった。 Frost,op. cit., p. 36. 
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図4 ダッドレイの工業資産と収畜資産， 1591-1685
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でいるから，実際の規模の拡大を正確に反映していないかもしれない。しかし
資産規模の変化よりいっそう重要なことは，各工業の分布パクーンの変化であ
る。つまり1590年以前と比べると，明らかに各工業間で一定のパターンや動き
が現れていることが読み取れるのである。そのなかで最も顕著な変化は鍛冶工
において捉えられるようである87)。鍛冶工は1590年以前の段階と比べると，明
らかにX軸に沿って分布を伸ばしている。これは鍛冶エが彼らの牧畜資産の伸
び以上に工業資産を拡大させ，その結果，彼らの生活基盤がより工業にウェイ
トをおくものに変化したことを物語っている。事実，鍛冶工の中にはX軸上の
37)遣産目録から，鍛冶工についての具体的な製造品の内容を見いだすことはできない。
また，鍛冶エと釘工業者の相違も，釘工業者が釘についての記載を持つのみで，道具
類についての大きな相違は見られなかった。
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者も見出せるが，これは彼らの生活が牧畜経済から離脱したか，その牧畜基盤
を著しく縮小させたことを示している。次に釘工業者の場合を見てみよう。釘
工業者の場合は鍛冶エとは逆のY軸方向の分布を示し，鍛冶エとは対照的であ
る。 Y軸方向の分布は釘工業者が工業資産より牧畜資産の依存がなお大きいも
のであることを示唆しているであろう。事実， 1590年以降の釘工業者の工業資
産は，それ以前と比べても，さほどの拡大は見られないようである。一方，釘
工業者の牧畜資産は 1590年以前と比べて， 大きく増加しているように見える
が，ィンフレの影響を考慮すると，釘工業者の牧畜の実質資産が増加したか否
かは，資産額のみからでは判断できない。ここでもう一つ興味深いことは，紡
織業が釘工業のバクーンとよく似た分布を示していることである。ダッドレイ
の紡織業については1590年以降も工業の規模的成長は見られず，牧畜資産比は
依然高い水準にとどまっている。
以上の観察は資産額による比較であるため，どうしてもインフレの影響を回
避できないという困難を伴っている。そこで今度は各工業に関わる者の目録中
に見られる家畜頭数の変化から観察を試みてみよう。表3は各工業に関わる者
の家畜別平均所有頭数について，その変化を1590年の前後で比べてみたもので
ある。 1590年以前の釘工業の場合，牛の所有頭数はダッドレイの平均を大きく
表3 金属加工業者の家畜所有の変化
遺産目録数 平均所有頭数
1544-1590 牛 羊 豚 馬
釘工業 4 7.5 10.0 1.0 0.75 
鍛 冶 4 0.4 0.4 ゜゜紡 織 5 3.0 5.8 1. 6 1. 2 ダッドレイ 44 3.9 11.0 1.8 1. 3 
1591-1686 
釘工業 5 4.2 9.2 0.6 2.0 
鍛 冶 6 3.2 1.8 0.4 1. 2 
紡 織 7 3.2 5.0 1.0 1. 6 
ダッドレイ 35 3.4 7.1 0.9 1. 6 
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上回っているし，その他の家畜もダッドレイの平均に近く，この時代の釘工業
に携わるものがかなり恵まれた牧畜基盤を持っていたことがわかる。それに対
して，鍛冶工の牧畜基盤は著しく劣っていたと言わねばならない。鍛冶工の場
合， 目録中に家畜の記載がみられる例は僅か2件のみである。 しかし， 1590 
年以降は両者において大きな変化が見られる。まず最も重要な変化として，馬
の普及があげられる。馬の平均所有頭数はダッドレイで0.3ポイント，紡織業
でも 0.4ポイント上昇しているのみであるが，釘工業者や鍛冶工の場合，所有
頭数の大幅な上昇が認められる38)。また釘工業者の場合， 1590年以降，牛の所
有頭数は大幅に縮小したがそれでもダッドレイの平均よりかなり高い水準を維
持しているし，豚を除く全ての家畜において，平均以上の所有頭数を示してい
る。一方，鍛冶工の所有頭数は1590年以降，全ての家畜において頭数の増加が
見られるが，それでもダッドレイの平均水準には達していない。
以上，ダッドレイの金属加工業の発展を牧畜との関わりから眺めてきたが，
釘工業の場合， 1590年以前は勿論のこと， 1590年以降においても，その牧畜基
盤はダッドレイの平均を越えるレベルにあったことがわかった。また，そのエ
業資産は1590年以降も殆ど拡大しなかったことから， 17世紀の発展期において
も経営規模の拡大が見られなかったことが推測できる。逆に鍛冶工の場合は
1590年以降には工業資産の大幅な拡大が見られたが，牧畜資産は平均以下のレ
ベルにとどまり，彼らが相対的に牧畜基盤を縮小させていったと考えることが
できる。
さて，今度は同じ金属加工業者の工業資産と農業資産の関係について観察を
進めてみたい。図5は1544年から1590年の期間における金属加工業者の工業資
産と農業資産の関係を，そして図 6は同じ関係を 1590年から 1685年の期間に
ついて観察したものである。図5から1590年以前の分布を銀察すると，サンプ
ル全体にその農業資産の著しく少ないことが目につく。また，釘工業と鍛冶工
38)馬は金属加工業の集中する地城では，石炭や鉄鉱石そして製品の運搬に不可欠な家畜
であった。 Frost,op. cit., p. 37. 
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図5 金属加工業者の工業資産と農業資産， 1544-1590
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を比べてみた場合，工業資産については釘工業者のほうが上回っているが，釘
工業者には農業資産が全くないものが多い。しかし17世紀以降になると釘工業
者と鍛冶工の間には，ここでも対照的な変化が観察される。図 6は鍛冶エがエ
業資産に対して農業資産の割合が著しく縮小し，農業的基盤を完全に失ってし
まったものが多いことを示している。これに対して釘工業者や紡織業の場合，
以前と比べると農業資産を伸ばしている。
このように，釘工業者と鍛冶工はさまざまな面で対照的であったが，ここで
その相違点について整理してみたい。 17世紀以前の釘工業者は牧畜依存度が高
く，工業資産と言えるものは僅かな道具類のみであり，農業資産も殆どなかっ
た。しかし， 17世紀に入ると釘工業者の状況は変わる。牧畜への依存は依然高
かったが家畜の所有頭数は減少し，そこでは牛から馬への転換が見られた。ま
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図6 金属加工業者の工業資産と農業資産， 1591-1685
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た地域の新しい農業への動きは釘工業者にも農業への関わりを高めさせた。し
かしこうした動きと比べると，工業資産の方は17世紀以降も殆ど増加は見られ
なかった。鍛冶エも17世紀以前から，牧畜にも農業にも強い基盤を持つことは
なかったし，工業の而でも彼らの工業資産は釘工業より下位にあった。しかし
17世紀以降は，鍛冶工にも変化が見られる。それは鍛冶工の工業資産が，釘工
業とは対照的に大幅に拡大したことである。しかし，鍛冶工の農牧畜基盤は依
然として弱いものであった。農業資産は依然低いままであり，牧畜においても
馬の所有が広まったが，牧畜資産の伸びは平均以下の水準にとどまっていた。
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VI まとめ
本稿で確認した観察から，ダッドレイの釘工業とその地域経済の変化を大き
くまとめると次のような図式が読み取れるように思われる。地味痔貧の土壌
と豊かな荒蕪地が存在するスタフォードシャ南部の生態条件は，この地域を牧
畜依存の著しく高い牧畜小農地域にした。さらにこういった条件にプラスして
地域の産炭性は，釘工業のような小農の副業に格好の立地条件を提供したと思
われる。しかし，釘工業の発展は地域の人口増加をもたらした。この余剰人口
は主として荒蕪地に集中したから， それは地域の牧畜基盤を圧迫したであろ
う。したがって，人口増加は地域の生態構造を大幅に変更する圧力として動
き，高くなった人口圧を支えるため，それまでの粗放な牧畜経済から，より集
約的な農業へのシフトを促した。地域の家畜所有頭数は減少し，それまで高い
牧畜依存度を示していた釘工業者もこの例外ではなかった。家畜の中では，特
に牛や羊の減少が著しかったが，一方では馬の増加も見られた。また新しい農
業への動きは，新しい作付構成や畜肥の導入をもたらしたようであるが，釘工
業者の場合も，新しい農業への動きに関わっていったことも見た。筆者はこう
いった地域の農牧構造の変化を，人口増加による生態構造の再編成過程の一事
例として，特に重要視したい39)。
最後にこういったモデルや観察から，特に重要と思われるものについて，定
39)前工業化社会における工業の立地にとって荒蕪地の重要性は強調され過ぎるというこ
とはない。筆者は工業化の立地理論に関して， 特に P.ラージの論文を重視したい。
ラージはウースターシャ西部の軽土質地帯に立地していた伝統的な大鎌工業を観察し
て，大鎌工業が地域の牧羊業の発展によって，その立地基盤であった荒蕪地の利用を
制限されたために衰退したことを指摘する。このように，牧畜業と工業が荒蕪地利用
をめぐって競合関係にあるという点は，工業化の立地や脱工業化現象を考えるうえで
大変重要である。 Large,P.,'Urban growth and Agricultural change in the 
West Midlands during the Seventeenth and Eighteenth centuries'. in Clark, 
P.(ed.), The Transformation of English Provincial Towns 1600-1800, Hutchson, 
1985参照。
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説との関係を確認しながら一つ一つ検討してみよう。第一に釘工業は従来から
牧畜小農民の副業として捉えられてきた。 しかし， 本稿では表 1に見たよう
に，ダッドレイの釘工業については特に16世紀には地域の平均所得水準を超え
る富裕な者も関わっていたことを見た。この点は前述したように，貧民が遺産
目録を作成することは少なかったため，遺産目録から捉えることができるのは
釘工業者の中でも特に富裕階層のものに片寄っていたためかもしれない。次に
本稿では釘工業者の牧畜構成比並びに家畜の平均所有頭数が低下したことを見
たが，ダッドレイの場合，その低下の度合いは緩やかで，家畜所有も平均以上
の水準にとどまった40)。この点についてはどう解釈するべきか。先ず考えられ
ることは釘工業の初期条件としての家畜依存が非常に高い水準にあったという
点である。このことはダッドレイの釘工業者の牧畜経済の基盤が非常に強かっ
たとも言えるし，また彼らが釘工業の発展期においても初期条件としてのデュ
アル・エコノミーの性格を堅固に保持し続けたためとも考えられる。最後にダ
ッドレイの釘工業では， 17世紀に入っても工業資産の拡大が観察されなかっ
た。しかし，もしこのことから，釘工業の生産規模が発展期においても不変で
あったと考えるとしても，それは従来からの釘工業のイメージと矛盾するもの
ではない。なぜなら，釘工業は本来的に問屋制資本の影響の強い零細家内工業
であったからである。そして，本当にダッドレイの釘工業が工業資産を17世紀
においても拡大させなかったのであれば，そのことは釘工業が家内工業の枠組
みにとどまった証拠ともなろう。なお，本稿では残念ながら釘工業そのものの
発展を捉えることはできなかった。それは遺産目録の中でも，工業者のサンプ
ル数が工業全体の姿を知るには少なすぎるし，何よりも遺産目録という資料が，
本来的に「個人」の資料である以上致し方ない点でもある。この点は今後，別
の資料から補完されねばならない。
40)フロストはスタフォードシャ南部の家畜所有頭数の変化を丘陵地と農業地で比較し，
家畜の減少は農業地の方が著しかったこと，また金属加工業者と専業農民とでは，専
業農民の方が家畜所有頭数の低下が著しかったことを指摘している。 Frost,op. cit. 
1981, p.33. 
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